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1. 会社概要

社名 日本甜菜製糖株式会社 （にっぽんてんさいせいとうかぶしきかいしゃ）

本社所在地 〒108-0073 東京都港区三田三丁目１２―１４ ニッテン三田ビル

設立 １９１９年６月１１日

代表者 取締役社長 惠本 司

資本金 ８２億７千９百万円

従業員数 ７３０名（連結）

事業内容 砂糖事業 （ビート糖、精糖、糖蜜等）

食品事業 （イースト、オリゴ糖等食品素材、製菓製パン用仕入商品等）

飼料事業 （配合飼料、ビートパルプ等）

農業資材事業（育苗用資材、農業用機械器具、培土、種子等）

不動産事業 （不動産賃貸）

その他の事業（貨物輸送、石油類販売等）

連結子会社 十勝鉄道㈱、スズラン企業㈱、ニッテン商事㈱、サークル機工㈱



1.会社概要

当社は、甜菜(ビート)から砂糖（ビート糖）を製造し、販売しております。

甜菜は日本では北海道だけで栽培されており、作付けから収穫・製糖
まで地域社会と密接に関連しています。

厳冬期の長い北海道での甜菜の生育日数を補うために、当社ではビ
ニールハウスでの播種、育苗を可能にした紙筒移植技術を確立、甜菜
の生産性が飛躍的に増加いたしました。

甜菜が北海道畑作農業における基幹的作物として輪作体系に組み込
まれたことにより、地域農業の振興と、ビート糖の安定供給に繋がりまし
た。

また、ビート糖蜜を活用したイースト、オリゴ糖、アミノ酸等の食品製
造・販売、ビートパルプを活用した配合飼料の販売、甜菜の栽培技術研
究で培ったノウハウを活用した農業資材販売等、様々な事業を派生さ
せ、展開を図っております。



２．決算の概要

砂糖事業の業績の改善、農業資材事業の利益の増加により、
営業利益が増加しました。

※２０２０年３月期の業績については、製糖の状況、糖価の推移により変動
する可能性があります。

単位：百万円

前年同期比

増減額 増減率

売上高 27,564 27,643 58,000 78 0.3%

営業利益 383 1,191 1,500 808 210.7%

経常利益 613 1,421 1,800 807 131.5%

売上高経常利益率 2.2% 5.1% 3.1%

親会社株主に帰属

する当期純利益
486 983 1,200 497 102.2%

2019年3月期

第2四半期

2020年3月期

第2四半期
2020年3月期見込

主な要因

農業資材事業               食品事業

砂糖事業　　　　　　農業資材事業



２．決算の概要
(セグメント毎の売上高比率)

27,564百万円→ 27,643百万円（+0.3％）
農業資材事業の売上が増加
食品事業の売上が減少



３．セグメント別 概要 ＜砂糖事業＞

■日本で消費される砂糖の約6割は輸入されております。

約3割が北海道で製造される甜菜糖（ビート糖）、約1割が沖縄、鹿児島で製造される

甘蔗（サトウキビ）糖です。

当社は北海道で製造されるビート糖の４割程度のシェアがあり、

また豪州、タイ等から粗糖を輸入し精製した精糖も製造販売しております。

ビート糖、精糖合わせ日本で消費される砂糖の1割強を当社で供給しております。

（※砂糖は植物に含まれるショ糖を純粋な形で取り出した天然の食品です。ビート糖でも

甘蔗糖でも製品に差はありません。）

（※ビート糖、甘蔗糖の生産量は年度により変動します。当社の製造販売するビート糖には精糖の原料となる原料糖を含みます。）

■当社は北海道の十勝、オホーツク、道北、道央地方の農家の方に原料甜菜を栽培して

いただき、収穫された甜菜から砂糖を製造し販売しております。

2019年産の原料甜菜による製糖作業は10月中旬より開始いたしました。



３．セグメント別 概要 ＜砂糖事業＞
（事業概要） 北海道、西日本でお馴染みのスズラン印の砂糖を販売しております。

業務用の砂糖を大手菓子、飲料メーカーなどに販売しております。
国産で高品質の砂糖を安定的に供給できるのが当社の強みです。

（※季節性に関する説明）ビート糖の製造は１０月に甜菜（ビート）を収穫してから、翌年5月に
かけて砂糖を製造いたします。
第三四半期決算期末において仕掛中のたな卸資産が計上されますが、砂糖の売値が下
がった場合、たな卸資産の評価損を計上することになるため、年度により第三四半期の営業
損益が悪化する場合があります。

売上高 195億4百万円（前期比0.2％減） 営業損益 7億3千7百万円（前年同期は2千8百万円の営業損失）

＜主な要因＞

・ビート糖、精糖とも前年同期比で販売数量が増加。コスト削減等。
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３．セグメント別 概要 ＜食品事業＞
（事業概要） ビート糖の副産物である糖蜜を活用し、イーストを製造・販売しております。
日本でドライタイプのイーストを製造しているのは当社だけです。
また、甜菜に含まれる有効成分を抽出した各種食品素材（各種オリゴ糖、ベタイン（アミ
ノ酸の一種）、食物繊維など）を製造・販売しております。

売上高 １１億３千２百万円（前期比13.1%減） 営業損益 △２千２百万円（前年同期は△８百万円）

＜主な要因＞

・ベタインの販売量の減少 ※ベタインはアミノ酸の一種であり、調味料、保湿剤などの用途で使われております。
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３．セグメント別概要 ＜飼料事業＞
（事業概要） 甜菜に含まれる繊維質であるビートパルプは牛用の良質な飼料になりま
す。当社では、これにトウモロコシなどを配合し栄養価を高めた牛用の配合飼料を販売
しております。当社の配合飼料はイーストやオリゴ糖を配合した機能性のある飼料を特
徴としております。

（※季節性の説明） ビートパルプの製造が１０―３月ごろであり、この時期の出荷が多くなります。

売上高 ３９億４千９百万円（前期比0.7％減） 営業損益 △２千６百万円（前期は２千１百万円の営業利益）

＜主な要因＞

・前年同期と比較してビートパルプの販売量が減少。販売費の増加。
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３．セグメント別 概要 ＜農業資材事業＞
（事業概要） 育苗用の資材及び関連する機材などを販売しております。当社の主
力の紙筒（移植栽培用育苗鉢）は環境にやさしい紙製を特徴としております。また
苗を畑に移植する際の省力化のための機材を開発しております。

（※季節性の説明）農業資材事業については育苗用が中心のため季節性があります。天候
等さまざまな要因により出荷時期がずれる場合があります。

売上高 16億8千9百万円（前期比18.8％増） 営業損益 1億5千6百万円（前期比185.3%増）

＜主な要因＞

・紙筒（移植栽培用育苗鉢）の、出荷時期が前倒しになったことにより売上、利益とも増加



３．セグメント別 概要 ＜不動産事業＞
（事業概要） 東京都でオフィスビル等の賃貸、北海道・山口県で商業施設等の
賃貸をしております。
当社が帯広市で再開発した地区は道東で最大規模の複合商業施設となってお
り、地域の皆様の暮らしに貢献しております。

売上高 ７億６千４百万円（前期比2.3％増） 営業損益 ４億２千５百万円（前期比4.0％増）

＜主な要因＞

・昨年度に賃貸を開始した物件の寄与により売上、利益とも増加



３．セグメント別 概要 ＜その他事業＞
（事業概要） 子会社十勝鉄道㈱は、農作物や飼料等の運搬により十勝の地域経済
に貢献しております。
子会社スズラン企業㈱はガソリンスタンド、ボウリング場、書店を経営しており、地域の
皆様の暮らしに貢献しております。

（※季節性についての説明） 農作物の運搬の多い１０―１２月に貨物輸送の売上が増加します。
ただし連結会社に対する売上については連結上消去されます。

売上高 ６億３百万円（前期比4.8%減） 営業損益 △１億２千５百万円（前期は△１憶１千４百万円）

＜主な要因＞

・石油類の販売減少等



４．トピックス

当社は２０１９年６月１１日をもちまして、会社創立１００周年を
迎えました。

当社は第１次世界大戦勃発による砂糖価格の暴騰を背景に、国内での砂
糖自給体制の確立と北海道の開拓推進を図るため１９１９年に創立されまし
た。

甜菜は、ビートとも呼ばれるヒユ科の寒冷地植物で、１８世紀に砂糖が甜菜
からとれることが発見されてから、ヨーロッパを中心に栽培が急速に普及し、
甜菜糖業の事業化が図られました。

日本でも明治政府が甜菜糖業の導入に力を入れ、北海道に甜菜糖企業が
興されましたが、何れも失敗に帰す結果となりました。

１９１９年当社の前身である北海道製糖㈱も、当初から苦難の連続でした
が、幾多の試練と困難を乗り越え、現在甜菜は北海道農業における基幹作
物のひとつに成長しました。この間、当社は常に甜菜糖業のパイオニアとし
て、北海道畑作農業の振興と国内甘味資源の確保に努めてまいりました。

当社の社是である「開拓者精神を貫き、社会に貢献しよう」の理念に基づ
き、祖業である甜菜糖業を中心とした既存事業の強化を図るとともに、事業
活動を通じて持続可能な社会の達成の実現を目指します。



2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期
2020年3月期

（予想）

売上高 （百万円） 57,667 57,823 58,133 58,895 57,997 58,000 

経常利益 （百万円） 2,278 2,244 2,518 1,983 2,037 1,800 

当期純利益 （百万円） 1,394 1,362 1,513 1,223 1,324 1,200 

純資産額 （百万円） 65,049 66,571 68,817 68,260 69,438 －

総資産額 （百万円） 94,322 96,191 98,946 99,106 98,302 －

１株当たり純資産額 （円） 4,554.48 4,714.57 4,866.59 4,821.55 4,892.67 －

１株当たり当期純利益額 （円） 97.73 95.49 107.12 86.47 93.37 84.55

売上高経常利益率 （％） 4.0 3.9 4.3 3.4 3.5 3.1 

自己資本比率 （％） 69.0 69.2 69.5 68.9 70.6 －

自己資本利益率 （％） 2.1 2.0 2.2 1.8 1.9 －

売上高のうち砂糖事業の占める割合 （％） 67.6 68.7 69.6 67.8 66.1 －

５．【参考資料】

過去５年間の業績推移

当社グループは売上高経常利益率を経営指標とし、目標数値4.0%と設定しております。
2018年３月期、2019年３月期においては、ビート糖の生産が増加し、ビート原料糖が増加したため、期末にたな卸評価減を実施。この
ため砂糖事業の利益が低下したことにより、経常利益が減少し、目標が達成できませんでした。



５．【参考資料】 前期第３四半期末（１２月）―第２四半期末（９月）の財務諸表の推移

当社の主業である甜菜糖事業は、秋に収穫された甜菜（ビート）を甜菜生産者より購入し、春までに砂糖を製造しながら、翌年の
秋まで販売するという事業形態になっています。
このため、前期第３四半期（１２月）のたな卸資産、借入金が、第２四半期（９月）にかけて減少します。

固定資産 53,222 固定資産 52,900 
固定資産 49,354 固定資産 50,768 

その他流動資産 22,685 
その他流動資産 18,333 その他流動資産 22,788 

その他流動資産 27,624 

たな卸資産 32,124 

たな卸資産 27,068 
たな卸資産 19,940 

たな卸資産 13,018 

純資産 67,853 純資産 69,438 純資産 66,965 純資産 67,531 

固定負債 12,292 固定負債 12,317 
固定負債 11,403 固定負債 11,403 

流動負債 27,885 
流動負債 16,546 

流動負債 13,714 
流動負債 12,475 
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本資料は、作成時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

リスクや不確実性を含んでおります。従いまして実際の業績等はこれらと異なる

可能性があります。万一この情報に基づいて被ったいかなる損害につきましても

当社は一切責任を負わないことをご承知おきください。

本資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧

誘を目的としたものではありません。

【お問い合わせ先】

日本甜菜製糖株式会社

管理部管理課

soumutky@nitten.co.jp

©2019 Nippon Beet Sugar Manufacturing Co.,Ltd. all rights reserved.


